
水質保全装置実績



期 間：平成 18 年 2 月 27 日～ 28 日

実施場所：カルフォルニア

目 的：動物排水の浄化

テスト結果

当初の鼻をつくような刺激臭が、顕著に変化し、わずかばかりの臭いになり、水も澄み始めてい

ます。アンモニア・メタン，亜硝酸態窒素といった有毒ガスが好気性反応により、無害な酸素

・二酸化炭素といったガスへと変質しています。この非常に減少したアンモニア・硝酸塩レベル

が農作地へと、散布されることになります。



水質の現状

<BOD について >

・BOD 平均値で見ると、昭和 58 年から平成 20 年までは、概ね 2.0 ～ 3.0mg/L 前後で推

移している。

・BOD75％値で見ると、平成 6 年、12 年で5mg/L 程度まで上昇する年も確認されるが、

平成 15 年以降では、平成 17 年と 19 年を除き、環境基準値 (3.0mg/L・河川 B 類型 )  

を満足している。

<T-P について >

・年平均 T-P( リン ) は、昭和 60 年以降、0.10 ～ 0.13mg/L 程度でほぼ横這いで推移して

いる。

<T-N について >

・年平均 T-N( 窒素 ) は、平成 7 年以降に若干低下する傾向が確認される。

<DO について>

・年平均 DO は 10mg/L 前後で推移しており、近年若干の上昇傾向を示している。

<COD について >

・COD の変動は、平成 11 年以降クロロフィルa と同様の変動を示している。

< クロロフィル a について >

・年平均クロロフィル a は、平成 17 年～ 20 年にかけては、20 ～ 60μg/L の範囲で大き

く変動を示している。

・年最大ではほぼ 100μg/L を超えており、200μg/L 程度まで上昇するケースが確認

される。 以上より、堰流入地点の水質は新日鐵堰湛水域での藻類内部生産の影響を受

けて変動し ているものと考えられる。

アオコ発生の様子

実証機関：国土交通省

期 間：平成 18 年 2 月 27 日～ 28 日

実施場所：福岡県 遠賀川

目 的：河道の洪水流下能力の増大と塩害の防除を計るとともに、新規都市用水の確保。



平成14～15年 平成16～20年

年
設置前 停止時 稼働時

削減率
(設置前～稼働時)

平均値 最大値 平均値 最大値 平均値 最大値＊ 平均値 最大値

μg/L μg/L μg/L μg/L μg/L μg/L % %

平成14年 ** 47.1 103.7 - - - - - -

平成15年 65.0 110.8 - - - - - -

平成16年 - - 61.2 116.2 40.8 62.4 - -

平成17年 - - 50.3 73.2 45.7 100.3 - -

平成18年 - - 71.2 132.5 58.9 89.5 - -

平成19年 - - 49.2 93.4 55.4 88.7 - -

平成20年 - - 58.0 100.5 57.1 66.7 - -

平均 56.1 107.3 58.0 103.2 51.6 81.5 7.9% 24.0%

遠賀川結果概要

**平成14年は7月26日からのデータ

遠賀川河口堰貯水池水質保全事業の改善効果のまとめ

目的 水質改善目標 効果評価

検討項目

改善効果

○マイクロバブルの稼働により河口堰～御牧大橋

の区間において下層(4m 水深)の DO 濃度が上昇

し、水質改善目標目安である環境基準 B 類型

(5mg/L)を満足していることが確認された。
生物生息環境 ○上層の DO濃度において、御牧大橋より上流で

水質改善 の改善
(底層 DO改善等)

底層DO は14mg/L 程度と過飽和状態となっていたが、マ

イクロバブル稼働により過飽和状態が緩和してい

る状況が確認され、植物プランクトンの増殖軽減

効果が認められた。

○マイクロバブル設置前後における流量条件が

類似した月毎の定期分析結果(St.3堰基準地点)

の比較の結果、設置後においてクロロフィル a

の低減が確認された。

○マイクロバブル設置前後のクロロフィルa(河

口堰地点水質自動監視装置データ)を比較した結

景観の改善 (

藻類増殖抑制) クロロフィルａ
果、最大値は設置前：107.3μg/L から稼働時

：81.5μg/L へと約 24%低減し、平均値は設

置前：56.1μg/L から稼働時：51.6μg/L へと約

8%低減する結果となった。

良好な ○稼働時にはクロロフィル a 濃度最大値が ア

親水空間 オコ発生の目安となる 100μg/L を下回ったこ

とから、景観改善効果が現れているものと考え

られる。

○マイクロバブル稼働時の取水場周辺における

異臭味物質調査結果から、マイクロバブル発生

装置に近づくほど、異臭味濃度は低下する傾向
異臭味物質の軽減 カビ臭物質 が見られ、また施設周辺におけるカビ臭の原因

となる植物プランクトンが減少していること

が確認された。



実証機関：韓国化学試験場

期 間：2000 年 6 月 11 日～ 200 年 11 月 13 日

実施場所：韓国 ドアムダム

目 的：水質改善

テスト結果

2000 年 12 月 21 日 2001年4月 19日

PH DO BOD COD PH DO BOD COD

A
表層 7.6 11.5 1.2 2.6 1.7 1.8
5m 7.4 8.9 1.3 2.7 1.7 2.1

10m 6.9 5.2 1.3 2.5 1.6 1.8

B
表層 7.3 12.3 1.2 2.4 1.5 1.8
5m 7.1 8.6 1.2 2.4 1.4 1.6

10m 7.2 5.9 1.3 2.9 0.9 1.8

C
表層 7.8 11.5 1.4 2.6 1.7 1.8
5m 7.0 8.2 1.4 2.5 0.9 1.7

10m 6.8 6.1 1.4 2.7 1.6 1.8

D
表層 7.6 1.9 1.3 2.4 1.6 1.8
5m 7.3 8.1 1.2 2.6 0.9 1.7

10m 7.1 5.9 1.2 2.4 1.4 1.9

2000年8月 18日 2000年9月7日 2000年9月 28日

PH BOD COD PH BOD COD PH DO BOD COD

A

表層 8.8 4.8 4.97 8.8 4.8 4.97 9.4 9.6 1.8 2.8
5m 8.6 4.5 3.68 8.6 4.5 3.68 8.2 6.5 1.2 2.6

10m 8.3 3.9 2.42 8.3 3.9 2.42 7.6 8.2 0.7 2.4

B

表層 7.8 3.7 2.18 7.8 3.7 2.18 9.6 9.3
5m 9.4 4.6 3.89 9.4 4.6 3.89 8.6 5.9 1.3 2.3

10m 9.1 4.3 3.78 9.1 4.3 3.78 7.2 5.6

C
表層 9.5 4.4 0.41 9.5 4.4 0.41 9.3 10.1 1.4 2.6
5m 9.3 6.6 1.78 9.3 6.6 1.78 8.2 6.8 1.1 2.6

10m 8.7 7.9 1.93 8.7 7.9 1.93 7.7 5.3 0.8 2.5

D

表層 9.5 4.5 4.38 9.5 4.5 4.38 9.5 9.2 1.1 2.7
5m 9.1 4.3 4.22 9.1 4.3 4.22 8.4 5.0 0.8 2.6

10m 8.1 4.2 4.18 8.1 4.2 4.18 7.1 4.5 0.7 2.5



停止時に比べ運転時は1. 5倍~2倍程度透視度を上昇させており水質保全装置の効果が認められる。

停止時 運転時

調査場所A １５~４５cm ４０~８０cm

調査場所B ２０~４０cm ４０~６５cm

調査場所C １５~４５cm ２８~５５cm

実証機関：彦根市建設部道路河川課

期 間：平成 13 年 7 月 19 日～

実施場所：遠賀川河口堰貯水池

目 的：水質改善

彦根城割堀 水 量：90,000 ㎥ / 日

流水量：25,000 ㎥ / 日

1.報告の概要

平成13年7月19 日より水質保全装置を彦根城中濠のいろは松~ たねや区間に設置
し、濠水の流動化、均一化の促進と共に、底質表層を常に酸化状態とし、T-N、
T-P、COD等の栄養塩の溶出を制御し、水の華の生成原因である植物プランクト
ンの発生、集積の抑制実験を実施しているが、第2報には、1)平成13年9月26日
迄の観察水質データ2) 水質保全装置と停止時の水質データを報告する。

2. 結果の概要

1) 水質保全装置運転、停止時の水質については、8月1日より9月26日迄の水質の
変化を「抜粋」とし、報告する。景観に密接な関係のある透視度の比較結果を下
記に記す。


